
要約 

 

 本書は、タイトルにもなっている通り、アート思考について述べられている。ただ、アー

ト思考とは、別にいい絵を見つけたり、上手な絵を描いたりというようなものではない。ア

ート的な考え方を見つけようということなのである。本書では、数枚の絵を用いて、アート

思考について述べている。それぞれ class で分けてあり、そのそれぞれでアート思考につい

て述べてある。Class1 では、「すばらしい作品ってどんなの？」というように、アート思考

の初歩的なことについて述べてある。そこから、リアルについて、アート作品の見方につい

てと、どんどん述べられている。 

 

感想 

 

 本書のプロローグで、アート思考は、13 歳で転換点を迎えると述べられている。小学校

の頃、図工が好きな人は多くいただろう。だが、中学生になると、美術の授業を嫌いになる

人も増えてくる。私は、確かにそうだなと感じた。そして、人は、誰でもアート思考がある

ということもそうだなと感じた。 

 私も、芸術には自信がなく、あまり好きではなかったし、なぜこんなことをしなくてはい

けないのかと疑問に思うことがたくさんあった。だが、最近、芸術とは、とても大事なこと

なのではないだろうかと感じるようになった。それは、芸術作品ではなく、感性という意味

での芸術である。 

 発想力や思考力、独創性というのは、芸術からくるのではないかと考える。今後は、既存

のことをしていても生きていくことはできない世界になるだろう。だからこそ、人とは違う

考え方や、自分なりの答えが必要になると考える。 

 本書の言葉を使うなら、数学的な力は、最低限必要な必要な要素にすぎず、それにプラス

して美術的な力が必要になると考える。 

 アート思考がよくわからないという方には、この本で思い出してほしいと思う。アート思

考を行う上で、役に立ち、アート思考になるウォーミングアップにもなるのではないだろう

か、と考える。 
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